
第
二
十
五
日

向
凛
史
阜
む
偲
ぶ
俳
０
大
会

大
山
ゆ
か
り
の
内
藤
丈
草
を
偲
ぶ
俳
句
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
つ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

日
時
　
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

（金
）
午
後

一
時
よ
り

会
場
　
大
山
市
福
社
会
館

（大
山
城
南
一
四
階
中
ホ
ー
ル

（電
話
　
〇
五
六
人

‐
六

一
‐
四
六

一

内
容
　
開
会

・
第
二
十
五
回
記
念
特
別
講
演
　
神
野
沙
希
氏
　
・
表
彰
式

当
日
の
吟
行
投
句
二
句

・
各
自
盲
由
に
市
内
を
吟
行
。
投
句
締
め
切
り
午
後

一
時

（当

主
催
　
大
山
市
文
化
協
会

後
援
　
大
山
市

・
大
山
市
教
育
委
員
会

。
大
山
城
白
帝
文
庫

・
尾
張
富
士
碑
林
の
会

。
大
山
市

尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社

ｏ
博
物
館
明
治
村

。
中
日
新
聞
社

選
者
　
伊
藤
ま
さ
子

（済
魚
）
・
伊
藤
攻
美

（菜
の
花
）
。
大
野
鵠
士

（獅
子
吼
）
・
加
古
宗
也

（若

栗
日
や
す
じ

（伊
吹
嶺
）
・
坂
口ヽ
緑
志

（年
輪
）
・
辻
美
智
子

（牡
丹
）
。
草
野
歌
介

（ひ

☆
☆
☆
☆
俳
句
募
集
要
項
☆
☆
☆
☆

◎
　
応
募
方
法

◎
　
応
募
期
間

◎

賞

◎
　
送
り
先

＝
「
「

′
　

　

一

規
定
の
用
紙

（
コ
ピ
ー
可

・
前
年
度
の
作
品
集
の
巻
末
に
も
添
付
）

ま
た
は
原
稿
用
紙
可
。
原
稿
用
紙
の
場
合
は
中
央
よ
り
右
側
に
①
氏
名

（ふ
り
が
な
）
②
住
所
　
③
電
話
番
号

④
所
属
名
　
⑤
大
会
出
席
の
有
無
を
記
入
。
中
央
よ
り
左
側
に
作
品
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

二
句

一
組
　
千
円

　

（何
組
で
も
可
）
定
額
小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
に
で
作
品
を
同
封
の
上
郵
送
く
だ
さ
い
。

未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
二
重
投
句
は
不
可
。

令
和
二
年

一
月
六
日

（月
）
～
　
二
月
十
五
日

（土
）
当
日
の
消
印
有
効

・

大
山
市
長
賞

・
大
山
市
議
会
議
長
賞

・
大
山
市
教
育
委
員
会
賞

・
大
山
市
文
化
協
会
賞

・
大
山
城
自
帝
文
庫
賞

ヽ

尾
張
冨
士
諄
林
づ
会
賞

・
大
山
市
観
光
協
会
賞

・
尾
張
冨
士
浅
間
神
社
賞

・
博
物
館
明
治
村
賞

。
中
日
新
聞
社
賞

〒
４
８
４
，
０
８
６
５
　
　
大
山
市
藪
畔
二
〇
〇

‐
七
五

内
藤
丈
革
を
偲
ぶ
俳
句
大
会

・
事
務
局
　
　
酒
井
と
し
子
　
宛

　

（電
話
　
〇
五
六
人

‐
六
七

‐
五
七
二
三
）

t
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●

・
ヽ

・

句
の
み
の
方
は
二
句
千
円
）

協
会

。
大
山
商
工
会
議
所

・
加
藤
耕
子

（耕
）
・
加
藤
哲
也

（蒼
弯
）

つ
ば
た
ご
）

敬
称
略

・
五
十
音
順


